





















































































































































































図３ Frequency：12.0MHｚ Depth：4.0ｃｍ Focus：1.5ｃｍ
③
図３：内側側副靭帯超音波・縦軸像
膝関節に外反ストレスを加えると、高輝度な深層・浅層の伸張に
伴い、内側半月板が関節裂隙内方から外に引き出されていく。
7.右膝外側側副靭帯の超音波・縦軸像
腓骨頭
関節裂隙
外側上顆
図２：外側側副靭帯超音波・縦軸像
高輝度に紐状に描出されているの
が膝伸展時の靭帯像。
右側に起始となる大腿骨外側上顆、
左側に付着となる腓骨頭が見え、そ
の間に外側側副靭帯が走行する。
膝内反を制限する機能がある。
図１：外側側副靭帯を撮影風景
ランドマーク
①腓骨頭 ②関節裂隙 ③大腿骨外側上顆
深度：4cm フォーカス：1.5cm 周波数：12MHz
図２
図１
①
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②
②
③
③
ポイント：
触診で確認し、膝伸展位で大腿骨長軸上に
プローブを当て、靭帯に対して縦軸で垂直に
走査し、形が見えて来たら、そこから角度、位
置を少しずつずらし骨の形をしっかり確認して、
その間にある紐状の靭帯を観察する。
8.右超音波棘上筋腱超音波・縦軸像
図2：肩関節 外転位図1：肩関節 下垂位
下垂位では、
まだ大結節が
肩峰下に描出
されないが・・・ 外転位にて大
結節が肩峰に
接近！！
周波数：12MHz
深さ：4.5cm
焦点：2cm
ポイント
①リニアプローブを肩峰にあてる。
②ランドマークを肩峰とし、ランドマークを
見失はないようにその周囲を探索する。
③棘上筋らしきものを発見したら、プロー
ブを現位置で止め、肩関節を外転していく。
④肩関節を外転していくと、次第に大結節
が見えてきて、そのまま肩峰下に大結節
が入って行くのが見える。棘上筋は次第
に幅が狭くなり、腱へと移行し大結節に付
着しているのが分かる。
図１ 図２
肩峰
上腕骨頭
棘上筋腱
大結節
図３
図４
棘上筋
肩峰
図1：大結節が出現せず
棘上筋腹が見える。
図４：大結節が見え
棘上筋腱が出現
9.右中指総指伸筋腱超音波・縦軸像
図１：総指伸筋腱超音波・縦軸撮影肢位
指を伸展させて、中手骨に対してプローブ
を垂直方向にあて、縦軸で末梢方向へゆっ
くりとプローブを移動させてスキャン。
中手骨
総指伸筋腱
基節骨
中手指節間（MP）関節
深度：２センチ フォーカス：０．５センチ 周波数：１２MHz
図２：総指伸筋腱超音波・縦軸像
高輝度の皮膚の下面において、高輝
度の中手骨から基節骨にかけて、その
間に、総指伸筋腱が縦軸にやや低輝
度で細長く描出。
図１
図２
ポイント
末梢に向かっていくとMP関節と、基節骨を順に捉えることができる。
指を屈曲させると、皮膚と骨の間で伸筋腱の滑動が確認できる。
ちなみに、中指の外側もしくは内側から並行にプローブをあてると
背側骨間筋が見える。
10.示指：近位指節間関節（PIP関節）背側面・縦軸像
基節骨
中節骨
PIP関節
図１：示指PIP関節超音波撮影肢位
MP関節、PIP関節、DIP関節を伸展位とし、
PIP関節を中央にして、プローブを指に垂直・
縦軸に当てる。
皮膚の直下に骨があるため、密着させると
写りにくいためゲルを介在させて、プローブを
皮膚から少し浮かせるように操作する。
中節骨
基節骨
深度：2cm 焦点：２cm 周波数：12.0MHz
関節包
皮膚
示指伸筋腱
伸筋腱
図２
図１
図２：示指：近位指節間関節（PIP関節）背側面・縦軸像
左に遠位側の中節骨、右に近位側の基節骨、中央にPIP関節を描出。PIP関節
の上にやや高輝度の線維様の関節包を見ることができる。
伸筋腱は皮膚と骨の間に、やや低輝度の長い索状帯として描出。
http://www.tau.ac.jp/department/healthsciences/ultrasoundimaging.html
